
年度

授業の種類 演習 講師名

120回 時間数 240時間 (8単位) 配当学年・時期 必修・選択 必修

〔授業の目的・ねらい〕

〔授業全体の内容の概要〕

〔講師の実務経験〕

〔授業終了時の達成課題（到達目標）〕
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理学療法アプローチ

〃

〃

予後・目標

〃

〃

〃

問題点の抽出

〃

動作観察・分析

〃

症例１　ケーススタディ　情報収集

〃

ADL

〃

〃

〃

オリエンテーション

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

模擬疾患またはモデル患者に対して適切な評価を実施し、自分の考えをレポートにまとめることができる。

講義内容

合同授業

理学療法士における臨床的な思考の学習を行う。症例を提示し、検討する。ﾓﾃﾞﾙ患者を学生がそれぞれ担当し、病態や問題点を把

握する。

演習の中で、実技の確認も行う。地域のﾓﾃﾞﾙを通して、理学療法思考の流れを学習する。

事例を提示し、理学療法評価の思考過程を実際に行う。モデル患者の協力も得、実際に評価を行う。

授業回数 理学療法士科3年

科目名 理学療法総合演習Ⅲ

2022 授業概要　
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問題点の抽出

〃

〃

〃

〃

情報収集　ADL

〃

動作観察・分析

〃

モデル患者２　ケーススタディ　検査日

〃

問題点の抽出

〃

予後・目標・理学療法アプローチ

〃

〃

〃

情報収集　ADL

〃

動作観察・分析

〃

モデル患者１　ケーススタディ　検査日

〃

オリエンテーション

〃

〃

〃

〃

〃

予後・目標

〃

理学療法アプローチ

〃

問題点の抽出

〃

動作観察・分析

〃

〃

〃

ADL

〃

〃

〃

症例２　ケーススタディ　情報収集

講義内容
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症例報告　片麻痺②

〃

グループディスカッション　片麻痺①

症例報告　片麻痺①

グループディスカッション　片麻痺②

片麻痺の歩行

グループディスカッション　大腿骨頚部骨折　歩行

症例報告　大腿骨頚部骨折

片麻痺患者の起居動作

健常者と片麻痺における床からの立ち上がり動作

整形外科疾患の歩行

総復習（姿勢観察）

片麻痺患者の立ち上がり動作

健常者の起居動作

理学療法アプローチ

〃

〃

〃

予後・目標

〃

動作観察・分析

〃

問題点の抽出

〃

情報収集　ADL

〃

〃

〃

モデル患者１　ケーススタディ　検査日

予後・目標

〃

理学療法アプローチ

〃

問題点の抽出

〃

動作観察・分析

〃

〃

〃

ADL

〃

〃

〃

症例２　ケーススタディ　情報収集

講義内容
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授業の種類 演習 講師名
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回数

119

120

【　準備学習・時間外学習　】

【　使用テキスト　】

【　単位認定の方法及び基準（試験やレポート評価基準など）　】

筆記試験で評価する

その他適宜資料を配布する

病気がみえる vol.11　運動器　整形外科 和気秀文 メディックメディア

書籍名 著者名 出版社

グループディスカッション　対麻痺

症例報告　対麻痺

定期筆記試験

講義内容


